
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
は
２
０
１
５
年
９
月
に
、
１
５
０
０
万
人
を
超
え

る
学
習
者
が
登
録
し
て
い
る
大
規
模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

（M
O

O
C

：M
assive O

pen O
nline Course
）
の
プ
ラ
ッ 

ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
つ
で
あ
る
ｅ
ｄ
ｘ
に
加
盟
し
、
二
つ
の
コ
ー
ス

を
開
設
し
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
開
発・

デ
ー
タ
分
析
は
、
筆
者
が
所

属
す
る
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
開
講
し
た
講
座
と
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
配
信
の
意
義
に
言
及
し
、
最
後
に
早
稲
田
大
学
に

お
け
る
今
後
の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２　

こ
れ
ま
で
に
開
講
し
た
講
座

　

第
一
弾
の
講
座
は
、
柴
山
知
也
教
授
に
よ
るT

sunam
is and 

Storm
 Surges

：Introduction to Coastal D
isasters

で
あ

り
、
沿
岸
防
災
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
座
に

は
、
終
了
時
点
で
２
６
７
５
人
が
登
録
し
、
修
了
率
は
９・

４
％

で
あ
っ
た
。
本
講
座
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、Reddit

と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
学
習
者
の
質
問
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
回
答
す
るA

sk M
e A

nything

を
行
っ

た
。
ま
た
、
本
講
座
はJack K

ent Cooke Foundation

の
奨

学
金
指
定
講
座
に
選
ば
れ
、
講
座
を
修
了
す
る
こ
と
が
奨
学
金
応

募
の
条
件
と
な
っ
た
。

　

第
二
弾
と
し
て
、
戸
田
貴
子
教
授
に
よ
るJapanese Pronun-

ciation for Com
m

unication

と
い
う
日
本
語
の
発
音
を
対
象
と

す
る
講
座
を
開
講
し
た
。
こ
の
講
座
に
は
１
万
１
１
６
５
人
が
登

録
し
、
修
了
率
は
７・

５
％
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
本
編
動
画
以
外
に
「
会
話
で
学
ぶ
日
本
語
発
音
＆
カ
ル

チ
ャ
ー
」
や
「
世
界
の
日
本
語
音
声
教
育
」、「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

練
習
用
教
材
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
鑑
み
、
日
本

語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
、
タ
イ
語
の
字
幕・

訳
文
を
提
供
し
た
。

　

前
記
の
講
座
は
い
ず
れ
も
、
現
在
、
再
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
に
向
け
た
教
育
内
容
の
公
開

［
早
稲
田
大
学
］

石
井 
雄
隆
●
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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第
三
弾
講
座
と
し
て
、
池
上
重
輔
教
授
に
よ
るJapanese Busi-

ness M
anagem

ent

の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。

３　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
配
信
の
意
義

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を
用
い

て
教
育
内
容
を
公
開

す
る
こ
と
に
は
多
く

の
意
義
が
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
広
報

ツ
ー
ル
と
し
て
の
可

能
性
に
言
及
す
る
。

図
１
は
、「
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
、
当
て

は
ま
る
も
の
を
す
べ

て
選
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
い
う
設
問
に

対
す
る
第
一
弾
講
座

（
ｎ
＝
８
４
９
）
お

よ
び
第
二
弾
講
座

（
ｎ
＝
６
１
０
）
の

回
答
結
果
で
あ
る
。

　

第
一
弾
講
座
に
つ
い
て
は
62
％
（
５
２
４
名
）、
第
二
弾
講
座
に

つ
い
て
は
83
％
（
５
０
６
名
）
の
学
習
者
が
、「
名
前
を
知
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
な
い
」
ま
た

は
「
こ
の
コ
ー
ス
を
受
け
る
ま
で
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
一
度
も

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ

は
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
広
報
ツ
ー

ル
と
し
て
の
可
能
性
も
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
結
果
か
ら
示
唆
さ

れ
た
。

４　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
今
後
の
可
能
性

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
今
後
の
可
能
性
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
考
え
ら

れ
る
。
一
点
目
は
、
学
習
履
歴
の
解
析
に
基
づ
く
新
た
な
教
育
手

法
の
開
発
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
習
履
歴
を
基
に
し
て
、
オ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
し
い
教
育
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
を
指
す
。
二
点
目

と
し
て
は
、
反
転
授
業
や
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
（Sm

all Private O
nline 

Courses

）
に
お
け
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
利
活
用
で
あ
る
。
三
点
目
は
、

M
icroM

asters

へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
う
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
正
規
科
目
と
し
て
の
取
り
扱
い
と
い
っ
た
世

界
的
潮
流
へ
の
対
応
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

図１　アンケートの結果
0 10 20 30 40 50 60

このコースを受けるまで
早稲田大学について一度
も聞いたことがなかった

名前を知っていたけれど、
早稲田大学についてよく
知っていない

早稲田大学について少し
知っている

早稲田大学のことをとても
よく知っている

早稲田大学の職員・研究者
である

早稲田大学の学生・卒業生
である

私の大学は早稲田大学の
協定校である

早稲田大学で学びたいと
思っている

留学生・訪問学者として
早稲田大学にいたことが
ある

（%）

第一弾講座
第二弾講座

119 大学時報　2018.3


	08-1123／幸福度－早稲田大学様

